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食中毒の発生及び対応について 

 

１ カンピロバクター食中毒について 

（１）事件の概要 

   令和５年１１月２３日、中野区内の飲食店で調理提供した食事を喫食した２名が１１

月２６日に下痢、発熱などの食中毒症状を呈した。患者２名は他自治体在住である。中

野区保健所は、令和５年１２月１日、患者居住の自治体から調査依頼を受け、患者らが

利用した当該飲食店に対し調査を実施した。 

この結果、患者２名の検便、当該飲食店から収去した参考品１検体からカンピロバクタ

ーが検出された。発症までの潜伏期間及び症状が同菌によるものと一致したこと、患者ら

に共通する食中毒の原因と疑われる食事は当該飲食店が提供した食品しかなかったこと

から、区は当該飲食店が提供した食事が原因の食中毒であり、原因物質は、カンピロバク

ターであると断定した。 

区では、被害拡大防止のため、１２月１１日から１２月１７日まで７日間の営業停止の

不利益処分を行うとともに、区ホームページにおいて当該事業者の名称等を公表した。 

 

（２）原因施設（被処分者） 

    所在地  東京都中野区中野 

    業 種  飲食店営業 

  

（３）食品衛生法違反の内容（根拠法令） 

    食中毒の原因となった食品の提供（食品衛生法第６条第３号違反） 

 

（４）不利益処分等の内容（根拠法令） 

    １２月１１日から１７日まで 営業停止７日間 （食品衛生法第６０条） 

 

 （５）事業者の名称等の公表（根拠法令） 

    １２月１１日から１７日までの７日間（食品衛生法第６９条） 

  

（６）再発防止の措置 

    １２月１２日、食品衛生監視員が当該飲食店に立入り、調理従事者に対しカンピロ 

バクター食中毒について主な原因と対策について説明した。調理方法を検証した結果、 

鶏レバーの加熱不足の可能性があったため、加熱時間を見直すよう指導した。 

 



２ ノロウイルス食中毒について 

（１）事件の概要 

   令和６年１月１３日、中野区内の飲食店で調理提供した食事を喫食した２２名が下痢、

吐き気などの食中毒症状を呈した。患者らは団体で当該飲食店を利用している。 

中野区保健所は、令和６年１月１７日、患者らが所属する団体から通報を受け、当該飲

食店に対し調査を実施した。その後、令和６年１月１５日に当該飲食店を利用した客１名

からも同様の通報があった。 

調査の結果、患者９名、飲食店従業員４名の検便からノロウイルスが検出された。発症

までの潜伏期間及び症状が同ウイルスによるものと一致したこと、患者らに共通する食中

毒の原因と疑われる食事は当該飲食店が提供した食品しかなかったことから、区は当該飲

食店が提供した食事が原因の食中毒であり、原因物質は、ノロウイルスであると断定した。 

区では、被害拡大防止のため、１月２６日から１月２９日まで４日間の営業停止の不利

益処分を行うとともに、区ホームページにおいて当該事業者の名称等を公表した。 

 

（２）原因施設（被処分者） 

    所在地  東京都中野区中野 

    業 種  飲食店営業 

  

（３）食品衛生法違反の内容（根拠法令） 

    食中毒の原因となった食品の提供（食品衛生法第６条第３号違反） 

 

（４）不利益処分等の内容（根拠法令） 

    １月２６日から２９日まで 営業停止４日間 （改正前食品衛生法第５５条） 

    中野区食品衛生関係不利益処分取扱要綱に基づき、営業停止７日間から営業自粛の 

３日間を減算する。 

 

 （５）事業者の名称等の公表（根拠法令） 

    １月２６日から２月１日までの７日間（食品衛生法第６９条） 

  

（６）再発防止の措置 

    １月２６日、調理従事者に対しノロウイルス食中毒について主な原因と対策につい

て説明した。ノロウイルスに感染した調理従事者の手指等を介して食品が汚染された

と考えられることから、手洗いを徹底すること、盛り付け作業時や加熱工程のない食

品を扱う時は手袋やマスクを着用し、適宜交換すること等を指導した。 

 


